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細～中砂主体。
礫はφ2～5mmの花崗岩亜円礫主体。
（最大φ30mm）

礫混じり
砂 褐

軟らかく、指圧にて容易に指が貫入
するシルト。
粘性中。含水小。

シルト
青

灰

河床堆積物。
細～中砂主体。
礫はφ2～40mmの花崗岩亜円礫主体。
3.40m付近にφ10cm程度の玉石を混
入する。
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軟岩質で軟岩DCにてコア形を保ち採
取される。
風化が著しく、指圧にてシルト状に
砕ける。
基岩組織不明瞭。

強風化花
崗岩

緑

灰

中ぐ
らい
～非
常に
密な

軟岩質で軟岩DCにてコア形を保ち採
取される。
風化が進み、指圧にて砂状に砕け
る。
基岩組織残留。
岩級区分はCL級でRQDはほぼ10cm以
下で0である。
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




